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個人所属ピラタス式ＰＣ－１２／４７Ｅ型Ｔ７－１２ＤＷの 

航空重大インシデント調査について（経過報告） 
 
 

令和８年６月２５日 
運輸安全委員会（航空部会） 

 
 

運輸安全委員会は、令和７年７月２日、北九州空港において個人所属ピラタス式ＰＣ－１２／

４７Ｅ型Ｔ７－１２ＤＷ（サンマリノ共和国籍）が飛行中、発動機が継続的に出力を損失した航

空重大インシデントについて、令和７年７月から原因を究明するための調査を進めてきたところ

であるが、これまでの調査で得られた情報を基に、更に分析を進めるとともに、原因関係者から

の意見聴取及び関係国への意見照会を行う必要がある。このため、本調査については、本航空重

大インシデントが発生した日から１年以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状況に

あることから、運輸安全委員会設置法第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり本調査の経

過を報告する。 
なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 
また、本調査は、本航空重大インシデントに関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空条

約第１３附属書に従い、航空重大インシデントの原因を究明し、航空事故等の防止に寄与するこ

とを目的として行うものであり、本事案の責任を問うために行うものではない。 
 
１．航空重大インシデントの概要 

令和７年７月２日（水）、北九州空港において、ピラタス式ＰＣ－１２／４７Ｅ型Ｔ７－１

２ＤＷ（サンマリノ共和国籍）は、離陸直後の右旋回中、発動機が継続的に出力を失った。 
 
２．調査の概要 

本件は、航空法施行規則（昭２７運輸省令５６）第１６６条の４第８号中の「飛行中にお

ける発動機の継続的な出力の損失」に該当し、航空重大インシデントとして取り扱われるこ

ととなったものである。 

運輸安全委員会は、令和７年７月２日、本航空重大インシデントの調査を担当する主管調

査官ほか２名の航空事故調査官を指名し、同月７日に担当調査官１名を追加指名した。 

現時点までに関係者からの口述聴取、航空機の損傷の調査、本航空重大インシデント発生

現場の痕跡調査等を実施した。 
 

３．判明している主な事実情報 
（１）飛行の経過 

機長及び副操縦士の口述によれば、飛行の経過は、概略次のとおりであった。 
同機は、成田国際空港で人員輸送を行う予定があり、機体を同空港へ空輸するため、

機長が左操縦席、副操縦士が右操縦席に着座し、０７時５２分頃、北九州空港の滑走路

３６から離陸した。 
同機は離陸後右旋回を開始した。その直後、同機の発動機の方から「バーン」という
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音が聞こえ、エンジン出力が急激に低下した。その後、同機は北九州空港の管制塔に緊

急事態を宣言し、北九州空港へ引き返した。 
同機は、滑走路１８に接地し（図４接地点①参照）、バウンドした。更に滑走路右側の

草地でバウンドし（図４接地点②参照）、３回目の接地で滑走路上に着地した（図４接地

点③参照）。その後、駐機場まで自走し、停止した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図２ 推定飛行経路（全体） 図３ 高度プロファイル（推定） 

図４ 推定飛行経路（北九州空港内） 

図１ 同機（ピラタス式ＰＣ－１２／４７Ｅ型） 
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（２）負傷者 
なし 
 

（３）航空機の損壊 

小破：排気管に多数の衝突痕及び貫通孔（図６参照） 

パワータービン・セクション*1の損傷（図７参照） 

（パワータービンの砕損・消失及びタービン静翼の欠損） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

（４）気象 
本航空重大インシデント発生時間帯の北九州空港の航空気象定時観測気象報は以下の

とおりであった。 

09時00分 風向 ０８０°、風速 ５kt、風向変動 ０５０°～１４０°、 

雲 雲量 １／８～２／８ 雲底の高さ ３,０００ft、気温 ２８℃ 

 

４．今後の調査 
本航空重大インシデントの原因の究明及び事故等の再発防止策の検討のため、これまでの

調査で得られた情報に加え、同機に装備されていたエンジンの分解調査を進めるとともに、

飛行中にエンジン出力が低下するに至った状況の詳細など、更なる分析のほか、原因関係者

からの意見聴取及び関係国への意見照会を行う必要がある。 
当委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本航空

重大インシデントの原因等の調査を進める。 
 

 
*1 「パワータービン・セクション」とは、燃焼ガスの流れをタービン静翼で整え、パワータービン（動翼のター
ビン）に当てて回転させ、減速機を介してプロペラを回すエンジンの出力部分をいう。 

図７ タービン静翼環 

図５ ＰＴ６Ａ型 ガスタービンエンジン 

図６ 排気管 


